

























































































3.  第二の人（セラピストと呼ぶことにする）は、この関係のなかで “一致” しており、
統合していること。
4.  セラピストは、クライエントに対して “無条件の積極的関心” を体験していること。
5.  セラピストは、クライエントの内的照合枠に対する “共感的理解” を体験してお
り、この体験をクライエントに伝えようと努めていること。
6.  セラピストの体験している “共感的理解” と “無条件の積極的関心” が、最低限度
クライエントに伝わっていること。

































































































































































































































































































































































































































































































































































３回目 #５,６ クライエント中心療法の講義とカウンセリングのビデオ 
４回目 #７,８ パーソナリティ論の講義とワーク
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眺めてみて一言 
自分にやさしく声をかけてみる 
「今　　　　　　　　な感じなんだね」
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